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　令和６年版札幌市政概要を刊行するにあたって、一言ごあいさつを申し上げます。

　私が市長に就任し、今年で丸10年を迎えます。札幌の街が次の100年も魅力と活力を創造し続ける街
であることを目指して、「誰もが安心して暮らし生涯現役として輝き続ける街」「世界都市としての魅
力と活力を創造し続ける街」という二つの心豊かで明るい未来の札幌を実現するため、全力で市政運営
を行ってまいりました。

　昨年は、子どもを産み育てやすい環境づくりとして、新たに中学生の通院医療費を子ども医療費助成
の対象としたほか、認可保育所等における第二子以降の保育料無償化といった子育て世帯の負担軽減
や、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援などを進めました。また、共生社会の実現に向けて
「（仮称）札幌市誰もがつながり合う共生のまちづくり条例」の制定に係る検討や、障がいのある方が
働きながらⅠＣＴスキルを身につける機会の提供、市内施設のバリアフリー化などを進めたほか、複雑
化・高度化する地域や行政の課題解決を目的とした官民連携窓口の開設など、心豊かで明るい札幌にす
るためのさまざまな取組を進めてまいりました。
　さらに、昨年６月には、ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）産業の集積と金融機能の強化・
集積を目指す特区提案が国に認められ、札幌市を含む北海道が「金融・資産運用特区」に決定されると
ともに、「国家戦略特区」の指定を受けるなど、脱炭素社会の実現や新たな産業の発展・創出に向け、
大きく動き出した一年となりました。

　今年は、引き続き脱炭素社会の実現に向けた取組として、水素エネルギーの普及を一層推進するた
め、定置式の水素ステーションの設置や、燃料電池を導入した集客交流施設の整備に向けた準備を進め
て、「災害に強く環境にやさしいモデル街区」の形成を行ってまいります。
　また、北海道新幹線の札幌延伸を見据え、札幌駅前エリアなど都心部を中心とした街のリニューアル
が進んでおります。多様な移動ニーズに対応するため、利便性や回遊性が高く、環境負荷の少ない新た
な公共交通の実現を目指し、2030年を予定している本格運行に向けて、社会実験などの取組を進めて
まいります。

　現在、札幌も人口減少という一大局面を迎え、超高齢社会や人手不足、加えて資材価格の高騰などの
課題に直面しておりますが、これらの社会情勢の変化に適応し、次の世代に引き継いでいくためには、
経済を持続的に発展させることも重要です。そのため、札幌の強みである「観光」と「食」分野の施策
以外にも、革新的な技術や発想を基にイノベーションを創出するスタートアップとの連携など、企業・
市民・行政が一体となった産業振興施策を実施してまいります。

　本書は、種々の統計資料を基礎に、さまざまな課題に取り組む本市の現在の状況を紹介したものです
ので、ご活用いただければ幸いです。
　終わりに、本書刊行にあたり、貴重な資料の提供にご配慮をいただいた関係各位に対し、深く感謝の
意を表しますとともに、今後とも一層のご協力をお願い申し上げます。
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